
安城市さわやかマナーまちづくり推進事業実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、安城市さわやかマナーまちづくり条例（平成２６年安城市 

条例第４２号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるもの

とする。 

（さわやかマナー推進地区） 

第２条 条例第４条第３項の規定により告示する事項は、同項に定めるもののほか、

さわやかマナー推進地区（以下「推進地区」という。）の指定をした年月日とす

る。 

（活動団体の登録等） 

第３条 条例第５条に規定する市民活動団体等（以下「活動団体」という。）が活

動団体としての登録を受けようとするときは、安城市アダプトプログラム実施要

綱（平成１９年２月１日施行）様式第１によるアダプト活動申込書兼さわやかマ

ナーまちづくり活動団体登録申請書に同要綱様式第２によるアダプト活動計画書

兼さわやかマナーまちづくり活動計画書（以下「計画書」という。）を添えて市

長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請を受けた場合において、当該申請をした活動団

体が次の各号のいずれにも該当し、適当と認めるときは、活動団体として登録し

た上で、さわやかマナーまちづくり活動団体登録通知書（様式第１）により当該

申請をした活動団体に通知するものとする。 

（１）活動団体を構成する人数が５人以上であること。 

（２）毎月１回以上、推進地区においてさわやかマナーまちづくりの推進に係る活

動（以下「活動」という。）を実施する予定であること。 

３ 活動団体は、前項の規定による登録（以下「登録」という。）を辞退しようと

するときは、さわやかマナーまちづくり活動登録辞退届（様式第２）を市長に提

出しなければならない。 

（活動団体への支援） 

第４条 市長は、活動団体に対して次に掲げる支援を行うものとする。ただし、活

動をする年度の１０月以後に登録を受けた活動団体に対しては、当該年度内にお

いて第１号に掲げる支援を行わない。 

（１）予算の範囲内での報償金の交付 



（２）活動の実施時に必要な物品等の支給又は貸与 

（３）その他活動に必要な支援 

（計画書等の提出） 

第５条 活動団体は、活動をする前年度の３月末日までに計画書を市長に提出しな

ければならない。 

２ 活動団体は、活動をした年度の３月末日までに安城市アダプトプログラム実施

要綱様式第５によるアダプト活動報告書兼さわやかマナーまちづくり活動報告書

（以下この項において「報告書」という。）及びさわやかマナーまちづくり活動

団体報償金交付請求書（様式第３）（前条ただし書の活動団体にあっては、報告

書）を市長に提出しなければならない。 

３ 市長は、前項の規定による請求があったときは、次の各号に掲げる区分に応じ、

当該各号に定める報償金を当該請求をした活動団体に交付するものとする。 

（１）活動人数が１０人以下の場合 年額１万円 

（２）活動人数が１０人を超える場合 年額２万円 

 （承認の取消し） 

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当する事由が生じたときは、登録を取り

消すことができる。この場合において、市長は、さわやかマナーまちづくり活動

承認取消通知書（様式第４）により登録を取り消した活動団体に通知するものと

する。 

（１）活動団体の活動の実情が承認の内容と著しく異なると認められるとき。 

（２）活動団体が、前条第１項若しくは第２項の規定による書類の提出を怠ったと

き、又はこれらの記載内容が虚偽であったとき。 

（３）その他活動団体としてふさわしくないと認められるとき。 

 （路上喫煙禁止区域） 

第７条 条例第６条第４項の関係機関等は、地元町内会、商店街振興組合、日本た

ばこ産業株式会社及び市長が必要と認める団体とする。 

２ 条例第６条第５項の規定により告示する事項は、同項に定めるもののほか、路

上喫煙禁止区域の指定の効力が生ずる年月日とする。 

（さわやかマナー推進員） 

第８条 条例第８条第１項のさわやかマナー推進員（以下「推進員」という。）は、

次の各号のいずれかに該当する者のうちから非常勤の特別職として市長が委嘱す

るものとする。 



（１）活動団体に属する者 

（２）さわやかマナーまちづくりに熱意を有する者 

２ 推進員の委嘱期間は２年とし、再任を妨げない。ただし、推進員が欠けた場合

における補欠の推進員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（推進員の報酬） 

第９条 市長は、推進員に安城市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例（昭和３１年条例第１８号）の規定により報酬を支払うものとする。 

 （顕彰の対象） 

第１０条 条例第９条の規定による顕彰の対象となる者は、次の各号のいずれかに

該当するものとする。 

（１）さわやかマナーまちづくりの推進に係る活動をおおむね１０年以上行ってい

る者 

（２）さわやかマナーまちづくりの推進に係る活動が模範となり、他に波及効果を

もたらす者 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から実施する。 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。ただし、第３条第１項及び第５条

第１項の改正は、同年３月１１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年１月３１日から施行する。 


